
遙かなる復興への道 112   ⽇本没落 

不景気の主犯は⾃⺠党 

 9 ⽉、10 ⽉は本当に仕事が減ってしまい⼤槌に居る事が多かったのですが、最初は
マズイ、どうしよう、何とか稼がなきゃ等々、焦燥感がつのる⽇々が続いていました
が最早、ある意味、観念したというか、諦めました。どんなに焦って何かと探しても
空回りするばかり、根本的な原因であるコロナ禍、⾃⺠党の経済対策の⼤失敗による
不景気が回復してくれないとどうにもならない様な気がして滅⼊ります。何でもかん
でも政治のせいにしている訳ではありませんが今の不景気は明らかに⾃⺠党の経済
対策の失敗です。 

効率優先の功罪 

 ⼤槌に居ると以前にも増して閑散としていると感じます。本当に⼈が歩いていない
んですよね。⾞通りも疎ら、これは三陸道が開通した為、⼤槌町内を通る国道 45 号
線を⾛る⾞が減ったからでしょうけど、本当にゴーストタウンみたいなものです。考
えてみますと三陸道が開通してからは国道 45 号線沿いに在った店舗、主にドライブ
インやラーメン屋などの飲⾷店が廃業して無くなっていますし、ガソリンスタンドも
廃業、倒産が多く、コンビニも減りました。こういう状況になる事は予想はしており
ましたが本当に無くなると困ります。トラックで集配送している時などに⾷べ物、飲
み物が買えないのです。道の駅などの⾷堂は意外と⾼いし、のんびり⾷事休憩を取る
様な時間も無いし元々僻地ですが更に僻地感が⾼まった様な気がしてなりません。 

 三陸道を使うと確かに時間短縮にはなりますが何だかなあと思う事もあります。道
路の電光掲⽰板には、ガス⽋注意、三陸道ガソリンスタンド無しと常に表⽰されてお
りますが、前述した様に廃業、倒産が多く、インターを降りてガソリンスタンドを探
すにしてもどこにあるのか分からないと、どっちに⾛っていいのか迷うと思います。
ナビやスマホの検索結果を頼りに⾛って⾏ったら潰れていたという事もあるんです
よね。 

 移動時間が短縮された事は良い、でも旧道沿いの市町村では通過する⾞両も激減し、
どんどん寂れていく。便利なんだか不便なんだか分からなくなる時があります。⼤槌
町に⽤があり、明確な⽬的を持つ⼈以外は⼤槌インターで降りる事なく単に通過して
⾏くだけですから、賑わいを取り戻すと頑張ってみても無理があります。復旧、復興
事業関連の⼯事が盛んだった時は県外から来た建設関係の⼈達の御蔭で確かに賑わ
っておりましたが⼯事が終わった今となっては全く賑わいなどなく閑散とし過ぎて
います。それでも仮設商店街があった時は今よりは⼈が出ておりましたが、仮設店舗
の跡地を整備して道の駅みたいな施設を作るからという事で仮設店舗で商売をして
いた⼈達は退去させられたのに未だそのような施設は出来ていない、というか計画が
あるという話も全く聞こえてこなくなりました。 



夢物語 

 役場の計画って新しい街づくりとか⾔う割りには裏⽬にばかり出て、逆に過疎化を
促進しているとしか思えないんですよね。⾏政は三陸道が全線開通する前は、開通す
れば観光客を呼び込みやすくなり、各被災⾃治体に活気が戻ってくると⾔っていたん
ですけどねぇ。役所が考える事って夢ばかり、インバウンド政策を提唱していた故元
総理の顔が思い浮かんでくる次第。観光と⾔っても観光できる様なものも無い。⾃然
が売りだと⾔ってみても、⼭や海を⾒て綺麗だなぁ、楽しいなぁ、と思ったとしても、
その瞬間の１度だけ、リピーターの獲得は難しい。観光バスの運転仕事もする私が⾔
うのもなんですが、観光を柱とした地域振興は岩⼿県沿岸部にはそぐわないと思いま
す。会議室で夢を語っているだけでなく、地域に即した実現可能な計画を⽴ててほし
いものです。 

（岩⼿県⼤槌町 ⼩川 孝幸） 


